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１ 開 会 １４時００分 

教育長から、｢議題第 25 号｣については、後日公表されるものであ

ることから、非公開での審議が適当である旨の提案がなされ、出席者

全員で異議なく決定した。 

 

２ 前回の会議録の承認 

教育長から、令和５年度 10 月定例教育委員会の公開部分の会議録

の承認について諮られ出席者全員で異議なく承認した。 

 

３ その他 

  

◎ その他① 県立高校生の就職内定状況（10月末）について 

 

 高校教育課長 

（資料に沿って説明） 

    説明は以上です。 

 

  教育長 

   この件に関して、御意見、御質問等ありませんか。 

 

  島原委員 

昨今、人手不足が言われていて、企業にとっては採用が厳しい時

代だと思います。県外に対して県内の方々の採用が遅れているとい

うことは、あまりよいことではないと感じます。全体の求人数が増

えてきているとのことですが、県内と県外について増え方の差があ

れば教えてください。 

  

     高校教育課長 

    県内の採用が遅れているということについては、以前よりも県

内の企業から内定をいただく時期が早くなっており、９月 16日か

ら、生徒が就職試験を受けるための配慮であると思いますので、

とても感謝をしているところであります。 

求人数については、労働局が 10 月末に発表した数によります

と、学校卒業者の県内の求人数は 4,455人であり、昨年の同時期

は 4,174 人でしたので 6.7％多い状況となっております。県内と

県外の求人数については、詳細は労働局が把握しております。 

いくつかの関係機関に県内や県外の求人の状況について聴き取

りを行ったところ、県内と県外合わせて 2,000件を超える求人状

況であるとのことでした。また、昨年度よりも 300件程多い状況
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ということも聞いております。 

県内の求人数を県内の求職者数で割ったところ、県内の求人倍

率が昨年は 3.22倍であったのに対し、今年は3.6倍でありまして、

県内の求人数は県外の求人数よりも少ない状況ではありますが、

高校生 1人あたりの県内の求人数は確実に増えている状況であり

ます。 

 

   島原委員 

    以前に比べると、地元企業の努力が見られますが、やはりまだ、

県外の企業が貪欲に採用に向けて動いていることに対して県内の

動きが弱いと感じます。求人数の数値が上向いているとは言いつ

つも、もっと現状を地元の企業に知ってもらい、地元の優秀な人

材を獲得するという意欲をもってもらいたいと思います。 

県内の就職内定率が 76.3％になる理由を現場からヒアリングす

る必要があると思います。９月 16日から就職活動が始まり、高校

生の場合、採用決定についてはほぼ１回目で決まると思いますの

で、地元企業が決断してくれれば、もっと採用率は上がると思い

ますので、県外と県内の求人数の違いを周知してもらえるとよい

と思います。   県内の企業がもう少ししっかりと、優秀な生徒を

採用したいという思いをもってほしいと思います。 

 

    高校教育課長 

     11月末と１月にエリアミーティングを行う予定があり、その場

には企業の皆様も参加されますので、求人状況についても情報共

有をさせていただこうと思います。 

     また、県内の就職内定率 76.3％の中には、公務員の数が反映さ

れていないため、12月以降に県内の就職内定率に動きがあると思

います。 

 

   木村委員 

    卒業予定者数については、昨年度、一昨年と比べると随分減少

していると思いますが、その理由は何でしょうか。この学年が元

々少なかったのか、それとも、私立高校に入学したからなのか、

分かれば教えてください。 

 

   高校教育課長 

    今年度の高校生３年生の総計が、昨年度や一昨年度と比べると、

少なかったということが理由であります。ここ数年は、私立高校

を含めた高校３年生の人数の総計は 9,000人台から 10,000人台を
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推移しており、私立高校に通っている生徒の割合は変わっておら

ず、県立高校と私立高校の人数の割合は７対３であります。 

 

   木村委員 

    普通科でも就職を目指している生徒がいるということを聞くこ

とがあります。普通科からも就職を希望する割合が分かりました

ら教えてください。 

 

   高校教育課長 

    普通科におきましても就職を希望する生徒の割合は、例年６％

前後であります。その中には、公務員や民間企業に就職する生徒

が多くおります。 

    普通科高校でも、就職する生徒や一旦進学する生徒もいますの

で、県内の企業への魅力を感じてもらえるよう、普通科高校も含

めてインターンシップを実施しているところであります。 

 

   教育長 

    また月日が経過してから、就職内定状況について変化を報告し

てもらおうと思います。 

 

   教育長 

他に意見はいかがでしょうか。よろしいですか。 

 

   それでは、この件については、これで終わります。 

 

教育長 

他に何かありますか。 

 

◎ 次回会議の日程等について 

 

教育長 

それでは、次回定例会は、１２月１９日、月曜日、１４時からと

なっておりますのでよろしくお願いします。  

      

      これより後、会議冒頭の決議により非公開とします。 

      傍聴者の方は、御退席をお願いします。 

      暫時休憩とします。                  

                          （１４：１６） 


